
学習指導案
教科 理科 科 目 理科総合Ａ 使用教科書 理科総合Ａ 使用教材 実験書13「風力の利用」

指導クラス 使用教室 物 理 実 験 室
日 時 ２００３年６月 日（
指導単元 ４編 資源の開発と利用

第１章 エネルギー資源の利用と問題
単元の目標 エネルギー資源には，化石燃料や原子力などの蓄積型と，水力，太陽エネルギーなどの非蓄積型があること

を理解させる。また，それらの特性や有限性および関連する発電方法や利用などについて理解させる。
本時の主題 太陽からのエネルギーの間接利用としての風のエネルギーの利用について、実験を通してその方法と特性を

理解する。
本時の目標 ・風のエネルギーの利用について関心を持ち、風力の利用の実験に意欲的に取り組み，科学的に考察する態

。 【 】度を身につける 関心・意欲・態度
○風力発電の特性を考察するとともに，その利用について科学的，総合的に判断することができる。

【思考・判断 】
・実験を適切に行い，結果を考察し，自らの考えをまとめ，報告することができる。 【技能・表現 】
・風のエネルギーの利用についてその特性を理解する。 【知識・理解 】

課
学習項目 教師の働きかけ 学習活動 評価の観点 指導上の留意点

程
・前時の復習・太陽ｴﾈﾙｷ゙ ｰの利用 ・発問について考え，答え・前時の内容を確実に答
(太陽ｴﾈﾙｷ゙ ｰのの方法について発問 る。 えることができる。
利用について) する。 ①【知識・理解】

導
・本時の内容・本時の内容につい ・実験の目的を確実に理
を把握する(風て説明する。 解させる。

入力発電による
効率とその利・実験書をもとに実 ・実験の目的を理解し，手・説明を聞き，手順を把
点･難点につい験操作を説明する。 順を把握する。 握できる。
て考える) ②【関心・意欲・態度】
方法１
・器具の準備 ・モーターへのプロ ・モーターにプロペラと糸・積極的に実験に取りか ・２種類のモーターを確

ペラおよび糸の固定 を固定し，実験の準備をすかれる。 実に使い分けているか確
方法について確認す る。 ③【関心・意欲・態度】認する。
る。 ・モーター１におもりのつ・器具の組み立てについ

いた糸を固定する。 て考え，準備ができる。
④【 思考・判断】

展方法２ ・扇風機の数を考 ・グループごとに扇風機の・確実な操作で測定する・方法３と同じ位置で行
｢風の仕事率え，グループごとに 風を利用してプロペラを回ことができる。 うために，扇風機とプロ

を測定する｣ 順序よく実験をさせ し，おもりを引き上げる時 ⑤【技能・表現 】 ペラの位置関係を確実に
る。 間を測定する。 記録させる。

・３回繰り返し行い，その ・糸がプロペラに絡まら
平均で計算する。 ないよう，プロペラの角

度に注意する。
・計算式を説明し， ・実験データより，風の仕・風の仕事率を導き出す・仕事率の計算式を確実
実験書に記入させ 事率を導き出す。 式について考え，処理すに理解させる。
る。 ることができる。

⑥【思考・判断】
方法３

，｢3.風による・発電させない状態 ・モーターにつながれた電・確実な操作で観察する・電球をつないだときと
発電｣ でプロペラを扇風機 球が光ることにより発電さことができる。 何もつないでいないとき
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にあて，その後電球 れていることを確認する。 ⑦【技能・表現】との違いは何かに気づか
をつないで扇風機に ・発電させないときとのプ・２つの違いについて考せる。
あてさせる。 ロペラの回転を比較し，そえ，答えを導き出すこと・ハンドジェネレータを

の違いの理由を考える。 ができる。 用いて，電球を光らせる
・ハンドジェネレータを用 ⑧【思考・判断】場合と断線した場合の必
いて実際に発電機にかかる 要な力について体感させ
負荷の違いを体感する。 る。

・２つのモーターを ・グループごとに扇風機の・確実な操作で測定する・方法２のときと同じ位
接続して３回測定さ 風を利用してプロペラを回ことができる。 置で操作させる。
せる。 し，おもりを引き上げる時 ⑨【技能・表現】・初めに手で回すとき，
・自然にモーターⅡ 間を測定する。 勢いをつけないように注
が回転し始めないと ・３回繰り返し行い，その 意させる。
きは，少し手で回し 平均で計算する。
てやる。

・計算式を説明し， ・実験データより，モータ・モーターⅡの仕事率を・モーターⅡの仕事率が
実験書に記入させ ーⅡの仕事率を導き出す。導き出す式について考え 発電された電気ｴﾈﾙｷ゙ ｰに，
る。 処理すことができる。 よるものであることに気

⑩【思考・判断】づかせる。
方法４
｢発展｣ ・測定結果より，各 ・測定結果から，設問につ・仕事率の違いについて・扇風機によって作り出

開 設問について考えさ いて考える。(方法２と３色々な方向から考えるこされた風のエネルギーが
せる。 での仕事率の違いについとができる。 どのように移り変わって

。て) ⑪【思考・判断】いったのかを考えさせる
・実験結果より，何が示
されたのかを的確に理解
することができる。

⑫【知識・理解】
・実験１と実験２でのエネ○ｴﾈﾙｷﾞｰ効率を踏まえた
ルギーの利用効率の比較と上で風力発電の利点・難・様々な場面で，エネル
電気エネルギーに変換する点について考え，判断すギーを電気エネルギーに
ことの利点・難点についてることができる。 変換して利用しているこ
考える。 ⑬【思考・判断】とに気づかせる。

・実験結果より，他のｴﾈﾙ ・風力以外の太陽エネル
ｷ゙ ｰの利用方法(の電力へギーや非蓄積エネルギー
の変換)についても考察の利用方法についても同
し，判断することができ様に考察させる。
。 【 】る ⑭ 思考・判断

・実験をまと・感想および疑問を ・実験書に記入する。 ・実験を通して，風のエ・本時の実験についてそ
まめる。 記入させる。 ネルギーの利用についての目的を理解することが
と・後かたづけ ・後かたづけについ ・協力して後かたづけを行その特性を理解することできたか確認する。
め て指示する。 う。 ができる。 ・自己評価について説明

⑮【知識・理解】し，記入させる。
・意欲的に後かたづけが・提出期限，方法等の連
できる。 絡を行う。
⑯【関心・意欲・態度】


